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予備校の機能分化と学力

木村 好美　（大阪大学大学院 人間科学研究科）

1，問題

　予備校 ・学習塾など民間教育産業を問題視する言説が数

多く見 られる こ とは しば しば指摘 され て い る （［1］｛2】等）。

こ れらの 言説に対 し、民間教育産業の 実態や、民間教育産

業利用者の意識を踏まえた上 で、学校と民間教育産業の関

係を捉え直そうとする実証的な研究 （［3］｛5】等）が 1980年
代後半か らみ られ る ように な っ た 。

　な かで も学習塾 に 関して は、中学 ・高校入 試、学校、階

層との 関連などの 研究がなされてい る （固 等）が 、 予備校

に つ いて の研究は 「浪人生」を対象としたもの や、予備校

講師から見 た 厂予備校像」に つ い て の もの が多 く （12亅［41
等）、「予備校 に通う高校生」が どの よ うに 予備校を認識し

て い るか につ い ての 研究はほとんど見られない。浪人生の

場合は 、 高校を卒業して しまい 、 所属する場が無い の で 「居

場所」を求めて 予備校 に通 うこ とも考えられるが、高校生

は そ うで は ない 。 彼 らは 、 学校 とい う帰属対象が あるに も

かかわらず予備校 に通うの で あ る。その ため、学校 ・予備

校 の両方に通う高校生がどの ように予備校を認識 してい る

かを知るこ とは、高校教育や今後の入試制度を考える上で

も非常に重要な こ とであるとい えるだ ろう。

　本報告で は、全国型の 大手予備校で ある河合塾で 得たデ
ー

タを基 に、「予備校 に 通う高校生」がどの ように予備校

を認識して い るか につ い て分析する。 特に 、 学力 レベ ル に

よ っ て 予備校の 認 識 に 差異 がみ られ るの か どうか を予備校

の 標榜する楓能との 関連か ら明 らかにす る a

2．予傭校の揉携する槻能

　予備校の 機能に 関して は、入試対策 の ための諸機能 （成

績向上 、 情報収集等）以外に入試競争激化
・序列化の 促進

など様 々 なもの が考えられる。 しか し、本報告で は 「予備
校 に通 う高校生」 の予備校認識を知るこ とを目的とするた

め 、 まず予備校側が高校生に対しどの ように 自らをアピー

ル して い るの か一予備校側が自らをどの ように位置づ けて

い る の かを確認 して お く必 要 が あ る だ ろ う。そ の ため、い

わゆる 「御三家」と呼ばれて い る河合塾 ・駿台予備学校 ・

代 々 木ゼ ミナ ール の入学案内パ ン フ レッ トから予備校が自

らをどの ように位置づ けて い るの か整理 して み よう。

　優秀な教授 ・快適 な 学習環境 ・タイ ム リ
ー

な入試情報と

い う3 点が、どの予備校の入学案内パ ン フ レ ッ トにおいて

も強調されてい るが 、 予備校の 標榜する機能は次の 4 点 に

大別される。

　ス ト」、 「学力向上へ と確実に導くス ペ シ ャ リス トの 講

　師」など。

  サ ポート機能 ＝     と異 な り、 授業内容 ・講師と関係の

　ない 、受験生 をサ ポー
トする機能。「快適な受験ライフ

　を約束する最新施設最新設備」などの環境整備、チ ュ
ー

　タ
ー・学習ア ドバ イザー制度 、 など。

  情報機能＝槙擬試験、大学入試説明会、入試情報提供な

　ど。

　  〜  まで は 「大学入試対策」 の ための もの で あるが、

  ほ大学入試とは特に 関係が無い。  の 「教養機能」は社

史 ・会社案内においても強調されており、「予備校＝：受験

の た め」という図式に対し、 予億校は受験対策以上の もの

を堤供するの だ、と述べ て い る。

　そ こ で、以下の 分析 で は、予備校の 標榜する機能の うち、

入試に直接関連 しない教養機能が高校生 にどの ように認識

されて い るの か、学力 レベ ル に よっ て認識の 仕方が異なる

のかを検証する。 これにより、 単なる入試対策以上の機能

を予備校が 果た しうるの かどうかが明らかに なるであろう。

3，データの擬要

調査対象者　
…

「河合塾」の 大阪府下に ある校舎 （大阪校 ・

　　　　　　 大阪南校）に通う高校 2年ts　1，655 名。

調査実施期間
・・
大阪校　　1995年 10月上旬

　　　　　　　大阪南校　1995年 11月上旬

調査方法　　
…
集合自記式 （授業開始前に配布し、 授業終

　　　　　　 了後に回収）

回収率　　　…62．2％ （配布票 1、548 票、 回収票963 票。

　　　　　　 大阪府下 の 河合塾 高校 2 年塾生 の 58．2％か

　　　　　　 ら回答を得た。）

男 性

表 1　回答者の性別

女誰 不 明 計

  教養機能＝受験テ クニ ッ クの伝授で は な く、学問へ の

　 興味 ・関心を喚起する機能 。 文化行事 ・教養的単科ゼ

　　ミ、「あなた の 知 らな い 世界や新しい世界に触れる機

　 会」を作 る講師な ど。

  受験対策機能＝受験テクニ
ッ クの 習得に 関連する機能。

　　「最新の入試動向を徹底分析して作成された専用テキ

551（57．2％） 408（42、3％）　　　4（0．5％）　　　963

4，予傭校の槻能と学力に 関する分析

　予備校 に通 う高校生がどの ように 予備校を認識して い る

か 明らかにするために、予備校認識 に関する質問項目に つ

い て 、 男女別・学力別に濁子分析を行 っ た 。 紙幅の 都合上、
こ こ で は男性の結果の み述べ るこ とにする。 男性の 分析結

果は 、 表 2 ・3 の とおりで ある。 なお、レベ ル i は予備校の

英語 の 授業 に おいて 成績上位クラ ス に在籍して い る者、レ

ベ ル 2 は下位クラス に在籍してい る者 で ある。
表 2 を見ると、レベル 1 の第 1 因子は 「受験の ための勉

強をする 」「勉強へ の 興味を抱かせる」「能力に適した指導
を行う」「応用学力をつ ける 」「入試に関する情報を得る」
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「知的好奇心を満 たす」 とい う、受験関連およ び教養機能

的な 6 項目で因子負荷量が大きい 。 こ こで い う教養とは、

知的なもの が中心 で あるか ら、こ の 因子を f総合的な学力

育成」と呼ぽ う。 これ に対し 、 第 2 因子は 「社会の規則を

身につ ける」「人間の輻を広げる」とい う受験に 関係 の 無い 、

社会性育成 ・人間形成に関する 2 項目で因子負荷量が大き

い た め 、 「生活教育」とする 。

のみ で因子負荷量が大きく、レベ ル 1 の 「総合的な学力育

成」との違いが顕著に現れてい るため、「受験学力育成」と

しよう。

　 分析詰果より、予備校に 対する認識構造は、大別すると

　「学力育成」「生活教育j とい う 2 つ の要素に より構成さ

れて い るこ と、 その構成要素は学力レベ ルに より異なる こ

とが明らかに なっ た 。

5 結諭
表 2 予備校認識の因子バ ターン （男tr　・レペ 忌1）

本報告の 結論は、塚下の とおりで ある。

質問項目 因子 1 因子 2
1受験の ための 勉強をする ．615 一，224
2息抜きがで きる

一．041 ，356

3勉強へ の 興味を抱かせ る ，569 ，325
婆社会の 規則を身 につ ける

一，089 ，7 1

5能力に適した指導を行う ，432 、201
6 応用学力をつ ける ．696 一，075
7 入試に関する情報を得 る ．772 一．224
8 人 間の 幅を広 げる 一，o阻 、698
9 基礎学力をつ ける ，191 ，101
10知的好奇心を満たす ，432 ．360

11進学の た め通わねばならぬ ，232 ，119
固有値 2，540 1．243

寄与率 （％） 23，！ 11．3

累積寄与率 （％）
　 　 523
，1 糾．4

  予備校に 対する認識搆造は、大別すると 「学力育成jF生
　活教育」とい う2 つ の要素に より構成されてい る。

  予備校の標榜する教養機能は、学力レベ ル に より認識 の

　仕方が異なる。 上位クラス の 生徒は教養機能を学力育成

　と、 下位クラ スの 生徒は生瀁教育と重ねて 認畿するe つ

　まり、予備校は、下位クラス に 所属する生徒 に と っ て は

　従来か ら指 摘 され て い る とお り受験を特殊化 させ る塙で

　あるが 、 上位クラ ス の 生徒に とっ て は 入試対策に とどま

　らない 学力育成 の 場 で ある こ とがわかる 。 上位クラ ス の

生徒に とっ て は 、 予備校で の 受験勉強は 「単なる受験の

　た めだ けの もの 」 で は無く、肯定的 ・前向きに 、受験以

　上の意義を見出せるもの で あるの に対し、下位クラスの

　生徒 に とっ て は、予備校で の 受験勉強はあ くまでも受験

　の ため だ けのもの な ので ある 。

主因子解、 抽出基準固有値 1、promax 回転

表 3 予備校認識の因子パ ターン （男牲 ・レペ A2 ）

質問項目 因子 1 因子 2
1 受験の ための 勉強をする

一、197 ，5eア
2 息抜きが できる ，371 一、36了
3勉強へ の 興味を抱か せ る ，459 ，103
4 社会の 規則を身 につ ける

5 能力に適 した指導を行う

6応用学力をつ ける

・5691

：黜

一，149
　，108
　，794

7 入試に関する情報を得る

8 人間の 幅を広げる

9 基礎学力をつ ける

10 知的好奇心を満たす

ll進学の ため 通わ ね ばな らぬ

　　 固有値

　寄与率 （％）

累積寄与率 （％）

．1了2
，628
，35ア
，639
，206
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主因子解、 抽出基準固有値 1、promax 回転

　次に 表 3 より、レベ ル 2 の 因子パ ター
ン を確認 しよ う。

第 1 因子は 「勉強へ の 興味を抱かせる」「社会の 規則を身に

つ ける」「能力 に 適 した指導を行 う」「人間の 幅を広げる 」

「知的好奇心を満 たす」とい う 、 徴養機能的および社会性

育成 ・人問形成 に関す る 5 項 目で 因子負荷量が大きい。そ

の た め、こ の 因子を 「教養的な生活教育」と名づ ける。 第

2 因子 は、「受験の ため の 勉強をする 」「応用学力をつ け

るj「入試に 関する情報を得る1 とい う、受験関連の 3項 目
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